第２８回ＦＭ桐生番組審議会議事録

【日時】平成23年3月9日（水曜日）　19時30分から20時30分

【場所】桐生ガスプラザ3階会議室

【出席者】番組審議委員：宝田恭之、峯岸政男、中里嘉吉、丸山晴子、岡野紀子、星野尚香、山田陽子、
ＦＭ桐生：塩崎泰雄、小保方貴之、宮坂敦子、坂田道信
【欠席】番組審議委員：周藤美穂
１、開会　議長　宝田恭之

２、挨拶

３、資料等配布物の確認

1. 次第

４、報告事項【報告　小保方】
ａ）４月以降の番組について
1. 「手のひらのつぶやき。」木曜日２時３０分～（現在水曜日１９時）

2. 再放送は土曜日１４時３０分（現在「PIVO DE BAVO！」３月末で提供契約が終了するため）
3. 「口腔ケアに関する桐生歯科医師会の番組」金曜日の14時10分（現在アソート）

4. 「生放送　おしゃべりサタデー」第一土曜日１０時～１２時（現在「おしゃべりサンデー」第一日曜日１０時～）

5. 群馬ＤＣに関連した番組、奈良書房のナラショウイチ様が桐生の歴史について語る１２回シリーズもの月曜第２週、４週１９時５分～（現在「Go to the Rainbow」月曜日１９時５分～１、２、３、４、５週）
ｂ）新企画について
1. 次の次にリリースされるｉＰｈｏｎｅアプリでＦＭ桐生が追加される予定。

2. 桐生麺類商組合でＤＣに向けて企画中のスタンプラリーに協力。

· 事務局という機能がないので、平日問い合わせがきても対応ができない。特に月曜日はいっせい休日になるのでなので、何かＦＭ桐生でできないかと青年部から問い合わせがあった。
· 全店参加（49店舗）で参加費の徴収と、スタンプラリーの用紙をこちらで印刷して様々な広告をとっていく。
· ７月からスタートということで、６月以降それが配布できるような展開予定。
· 塩崎から話もあったが、「伝統文化の森」という地域の文化に根付いたものを発信していくうえで、うどんは地域から切り離せないので、積極的にそういったところの組合いとか問い合わせには答えていこうとおもっている。
3. 桐生出身または桐生にゆかりのある方をふるさとで応援しましょうという企画
· コストのかからないようなプラン（例えば音楽をやってる方だったらむしろクォリティーはもちろん問題としてありますが、パワープレイでこの時間は毎日聴けるようにする）

· 具体的に相談が二つほどある。郷ひろみのコンサートの製作事務所に桐生出身の人がいるんですね、もともといろんなＦＭ桐生に関わって野口さんと仕事をしていたりとか、今でも桐生に運営はある
· サイマル、ｉＰｈｏｎｅで聴けますというところの宣伝にはいいのかなと。
· 将来的にはそれらをラジオ放送だけではなくユーストリームなどのリアルタイムメディアなど他のメディアのほうで広告等を取れるようになるのを目指す。

· 現状は著作権上のしばりでサイマルラジオで営業活動をやるというのはむずかしい（様々な契約による利用料の支払いが高額なため）

ｃ）その他
５、聴取番組
毎週水曜日　18時30分放送　「Ｊ－ｗｉｎｓ」
· 樹徳高等学校内で、ＦＭ桐生開局１、２年目に「ＦＭ桐生部」ができた。
· 中高一貫と高校生による番組。開始２年目になる。
６、審議事項
a、聴取番組について委員より意見
【岡野　委員】
内容どうこう以前に、初々しい声で市民が楽しみにできるしめる番組だと思った。モチロンなんとなく会話がたどたどしい。原稿読むだけかなという感じですが、だんだんそれはなれてきて、慣れてくる頃には卒業なのかもしれないが、たくさんの番組のなかで若い年代の人たちが責任をもってつくっていくという点でとても良い番組。

【周籐　委員】

少林寺拳法の話と卒業のはなし、男の方も声がとおっていてききやすく、良かった。ぼそぼそっとインタビューして話してぼそぼそって答えられると運転中は聴こえない、皆さん３人とも聴こえてハキハキとしていて、内容も高校生らしくて良かった。

【山田　委員】

始まった当初から、すごい番組が始まったなと幸せを感じていた。製作は局のスタッフが関わるというよりは、クラブが中心となって素材だけ提供されるようになったのだろうか。これはＦＭ桐生、地域、学校に素晴らしい効果があるのではないだろうか。構成、とりあげられている題材なども工夫されている。先生、局のスタッフも苦労がうかがわれ感心して聴いている。

【塩崎　小保方】

制作には坂田が加わり、指導していた。担当の星野先生も理解がある方で、指導の中にも芯のある良い話しをしてくださった。それが生徒さんにも伝わっているのだと思う。
【丸山　委員】

初めて聴いた。初々しいということと原稿棒読みだったという印象はあった。学生の視点での話題は新鮮。

【中里　委員】

訓練されているというか、悪く言えば型どおりだが、学生らしさが出ていて良い。「今日は何の日」は桐生女子高等学校と樹徳の放送部がやっているが、非常に聞きやすく好感をもてる。一服の清涼剤にもなり、必要な番組ではないだろうか。
【宝田　委員】

宝田　ＦＭ桐生の番組はプロらしく成長したので、新鮮に感じるのではないか。
【峰岸　委員】

通勤の折に聴く機会が多いが、ＦＭきりゅうとＦＭ群馬を交互に聴いている。内容的にレベルアップしてきている。基本的なところを訓練してレベルアップして欲しい。
７、その他

【岡野　委員】番組に関しては、気になるところがなくなった、コマーシャルで高橋なおきくんがやっているのがあって、すっごい早口のがあって、ちょっと疲れるなっていうのがあって、読み手がかわればちがうのかとおもいますが、文字が多いのは読み込んでからやればいいのいあばともし自分が広告主だったらそう思ったんですがしゅう（00：22：36）

【周籐　委員】ツイッターなどで聴衆者から生で情報がくるようになり反応が速くなって良かった。
【宮坂・小保方】関東甲信越地区１５局の共同制作コーナーの今日は何の日というのを１分から２分もちまわりで製作をしている。ＦＭ西東京のリスナーさんがその番組と更にリスナーさん同士の交流があって、京都や北海道の方とサイマルラジオをきいた感想等ツイッターを通してうかがえる。
開局当初は、葉書きやＦＡＸ、メールを募集していた開局当初より、ツイッターを利用する事によってリアルタイムで情報がくるようになった。ツイッターを利用している他局との違いはパーソナリティー個人が交流できる、諸刃の剣ではあるが、リスナーと身近である事。

【宝田　委員】数値的な統計はとっているか。
【山田　委員】コミュニティーラジオが注目されているメディアになった。この１年ツイッターが始まり、サイマルが始まり、おもしろい交流ができている。
若い方に限らず基本的な事である人名地名の間違えが多い、気をつけて欲しい。

ＣＭが途中で切れるのが気になる。

【塩崎　小保方】　ＣＭが切れるのはシステムの問題、調整します。
【丸山　委員】今回あまり聴いていないが、ＦＭ桐生らしさか、聴くだけで他局と区別できるようになった。
【山田　委員】あまり聴いていない。ネットワークの役員会の方で意見を求めたところ、聴いている人向けではなく、仲間受けして自己満足しているという印象をうけた、公共性とか公営性を意識していれたほうがいいのではないか。
出演者がテープを要望したときにないと言われた。
【塩崎　小保方】番組をテープ、またはＣＤなどのメディアで配布することは、著作権等の法律的に認められていない。
聴衆率については、予算的な問題でできない。（他局でもお金がかかるのでやっていない）
【山田委員　宝田委員】ツイッターに参加している人に呼びかけて人数を図ることはできないか
小保方　１年ほどはやっていた。あるときを境に突然激減した。その折に始まったのがツイッターで、たいへん効果があった。

· パーソナリティー養成講座について【解説　小保方】

４月から６月の下旬まで、７月から新番組をこの中にいれる。

講師　接遇の講師もしている長山さんに依頼。

· 初級講座5回、パーソナリティーになるというよりも人前で話すということ。

· ステップアップ講座5回、企画というものはどうやって考えるのかという話をしていただく。
· １回2,000円。
· 最初から、この時間を皆さんに提供しますというのを出していく。
将来的には月火水の２時半からの、三日間のどこかでの３０分の枠をつくり、そこに今回参加していた人が主導的に製作をする番組をつくっていくというのを目標する。　

【質問　委員】パーソナリティー養成講座はいつから募集をかけるのか

【小保方】１ヶ月前くらいから、今週にはＣＭが流れます。

【　委員】ネットワークに声をかけます

【小保方】ありがとうございます
【塩崎】　夜の７時以降は市民製作番組なんですが、今度はＦＭ桐生が主導でプロを育てるという講座を目指している。
塩崎　時期が過ぎてしまったのですが、２年に一度で番組審議委員会の継続をお願いしたい。
基本的には皆さんに続けていただきたいいらっしゃる

８、番組審議委員　継続について

９、次回開催日程

平成23年5月11日水曜日19時30分

ガスプラザ３階会議室

１０、閉会
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